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私たちは、イオングループの総合金融事業
として便利でわかりやすい「生活者視点」を
活かした金融サービスを提供します。また、
全世代に対し金融教育を進めるほか、多様
な資金ニーズに応える金融包摂を通じ、金
融の仕組みそのものをもっと身近にします。

金融をもっと近くに。

私たちは、生活者一人ひとりに真摯に向き合い、
ライフステージや生活環境の変化に対応した金融
サービスを提供しています。また、加盟店や地方
自治体など地域社会のさまざまなビジネスパート
ナーとの協働により新しい価値を創造しています。
お客さまの立場に立って行動することが私たちの
大切な価値観です。

一人ひとりに向き合い、

私たちは、毎日の生活を支える金融機関として、お客
さまの生活の豊かさや、幸せに貢献しています。そし
て、私たちはともに働く仲間の多様性を尊重し、自由
闊達に誇りを持って働くことができる環境や企業風土
を大切にしています。これらを通じて、毎日のくらし
が「安心」と「よろこび」で満たされ、心が高揚感やワ
クワク感で彩られることこそ私たちの提供価値です。

まいにちのくらしを 
安心とよろこびで彩る。
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　聴覚に障がいをお持ちのお客さまの利便性向
上を目指し、「手話リンク」サービス※の導入に取
り組みました。導入事例が少なかったため、運
用整備に苦労しましたが、「誰も取り残さない
サービスを実現したい」という思いを原動力に、
グループ会社を含む多くの関係者と協力して推
進しました。今後もお客さまの声に向き合い、多
様なニーズに応える環境整備を通じて、安心と
よろこびにつながる価値創造に取り組んでまい
ります。

　新たなビジョンとその根幹となる価値観に対す
る理解・共感を組織全体に広げ、共通認識を醸成
していくことが課題でした。そこで、タウンホール
ミーティングやビジョンセッションなど多様な機会
を通じて浸透を図りました。また、参加型ゲームや
アクティビティを導入し、従業員が気軽に意見交換
し、理解を深めることができる、双方向かつ協働
的なコミュニケーションの場を創出しました。今後
も、全従業員がビジョンの実現に向けてともに歩
む組織づくりを目指していきます。

「誰も取り残さない」サービスの実現 共通のビジョン実現に向けてともに歩む組織づくり

Our Purposeについて、詳細は当社ホームページをご覧ください▶︎ https://www.aeonfinancial.co.jp/purpose/

パーパスを体現することで企業風土を変革する取り組みの事例として、2025年度の当社グループ「パーパスエンゲージメント表彰」を受賞した２つの取り組みを紹介します。

イオンフィナンシャル 
サービス（株） 
CS本部　お客さまサービス部　

前川 早紀

AEON CREDIT SERVICE 
（ASIA） CO., LTD. 

人事部

Chan Man Ting

お客さまに当社のサービス
を安心・便利に利用して
いただくために

月を目指して挑戦しよう。
たとえ届かなくても、
星々の間にたどり着ける

AEON CREDIT SERVICE （ASIA） CO., LTD.のOur Purpose
アンバサダートレーニング

各社、各部署でOur Purpose
の理解を深め、行動につなげて
いく活動を行っています。自身
の「My Purpose」を言語化し、
Our Purposeの体現に向けて
取り組んでいます。

　※「手話リンク」サービスに関する詳細はこちら P.53

▍Our Purposeの実現に向けて
金融の力で、安心とよろこびが広がるまいにちへ
私たちは、Our Purpose「金融をもっと近くに。一人ひとりに向き合い、まいにちのくらしを安心とよろこびで彩る。」のもと、その実現に向けて、革新的な金融サービスを提供してまいります。

https://www.aeonfinancial.co.jp/purpose/
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※2022年度より「収益認識基準に関する会計基準」を適用
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▍価値創造の軌跡

創業以来、総合金融化と国際化を推進し、日本およびアジア各国のお客さまに「金融をもっと近くに」するためのサービスを提供し続け、価値を創造しています。

1980 	  「ジャスコカード」発行
1981 	� 日本クレジットサービス（株）設立

2016 	� スマホアプリ「イオンウォレット」開始
2021 	 コード決済「AEON Pay」開始
2024 	 �マレーシアでAEON BANK(M) BERHADが

デジタルバンク事業を開始
2025 	� ベトナムのファイナンス会社（現AEON 

Consumer Finance Company Limited）
を連結子会社化

2025 	� マレーシアでAEON CO.(M)BHD.との合弁
会社AEON360 SDN. BHD.を設立

海外
株式上場

1995 	  香港
2001 	� タイ
2007 	� マレーシア

国内
株式上場

1996 	 東証第二部
1998 	 東証第一部

2007 	（株）イオン銀行営業開始
2008 	� 保険代理店事業を統合、イオン保険サービス

（株）発足
2013 	 イオンフィナンシャルサービス（株）発足

連結営業収益

上場30周年、設立45周年。挑戦の歩みは未来へと続く

展開国と進出年度はこちら P.11 中期経営計画（2026年度～2030年度）はこちら P.19

1980-
ショッピングクレジット事業開始

「お金を使うからには、便利でお得に利用したい」
こうしたお客さまの思いをいち早く汲み取った、
ジャスコ（現イオン）の売場従業員の声から、ハウ
スカード事業を起点とする小売業発の金融事業
を開始。

1987-
海外展開と金融包摂への貢献
アジア諸国の経済成長に着目し、1987年の香港
進出を皮切りに海外展開を開始。金融サービスを
受けづらい方々への支援を通じてノンバンク市
場を開拓し、香港、タイ、マレーシアで現地上場を
実現。

2007-
ワンストップで国内金融サービスを提供

（株）イオン銀行とイオンクレジットサービス（株）
は2013年に経営統合。お客さまへのワンストッ
プサービスの提供体制を構築し、ブランド力の向
上と経営資源の最適配分を推進することで、企業
価値向上に向けた事業基盤を強化。

2016-
お客さまに選ばれ続ける金融グループへ
生活様式の変化に対応し、2021年にコード決済
サービス「AEON Pay」を開始。2024年には
マレーシアで初となる、イスラム金融方式による
デジタルバンク事業を開始するなど、地域密着の
グローバル企業として成長を続けている。
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▍At a glance （2026年2月末時点）

日常に寄り添い、成長を支える金融インフラへ
お客さまとのリアルな接点を起点に、決済、銀行、融資など幅広い金融サービスを提供しています。
国内外で培った事業基盤を活かし、地域とともに成長を続けています。

連結業績　
（Consolidated Performance）

※営業債権残高は債権流動化前※国内外のクレジットカードやコード決済など ※AEON Pay、クレジットカード、電子マネーWAONによる取扱高合計

海外 69%

顧客基盤
（Customer Base）

取扱高
（Transaction）

金融サービス
（Financial Assets）

国内 31%海外 42% 国内 58%
営業利益

606億円

営業収益

5,693億円

連結

営業債権残高※	 8兆5,048億円

　うち、国内※	 7兆2,975億円

　うち、海外	 1兆2,140億円

国内

イオン銀行 預金残高	 5兆4,641億円

連結

有効ID数※	 5,951万人

国内

イオン銀行 口座数	 891万口座

AEON Pay有効会員数	 1,208万人

連結

カードショッピング取扱高	 8兆3,542億円

カードキャッシング取扱高	 5,660億円

国内

国内自社決済取扱高※	 9兆8,707億円

AEON Pay取扱高	 4,944億円
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▍イオングループの総合金融事業
暮らしに寄り添う、総合金融サービスを提供

イオングループが提供する
商品・サービス・場

当社グループが
提供する金融サービス

イオン生活圏における総合金融事業の役割
イオンは、地域に根ざした事業活動の積み重ねが地域の課題を解消し、イオン
の成長や地域の豊かさに結びつく姿を「イオン生活圏」としています。
当社グループは、総合金融サービスの提供を通じた「イオン生活圏」の実現を
目指し、お客さまの日々の生活に欠かせない金融サービスを提供しています。

総合金融事業は、イオングループの連結営業収益の約5%、

連結営業利益の約23%を占める

イオングループ連結 事業規模 （2026年2月期）

イオングループの総合金融事業として、「イオン生活圏」を金融サービスでつなぐインフラづくりの役割を担っています。
小売業発の総合金融グループとして、当社ならではのお客さまに最も身近なサービスを提供し、成長し続けています。

70

100

イオングループ
営業収益

10 兆7,153億円

5%

70

100

イオングループ
営業利益

2,704億円

23%
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11イオングループの圧倒的な顧客基盤・
店舗ネットワークとの連携力
イオンのブランド力とアジア各国で展開する事業規模および店舗ネットワークに加え、当社が創業から培ってきた、
クレジットカードをはじめとする決済や銀行などの幅広い金融ノウハウを活かし、事業を展開しています。

▍独自性・強み

連結カードショッピング取扱高

8兆3,542億円

連結営業債権残高※2

8兆5,048億円

当社提供サービスの
連結有効ID数※1

5,951万人

イオンフィナンシャルサービス

※1	 国内外のクレジットカードやコード決済など
※2	 流動化前残高

20,25720,257店舗／カ所店舗／カ所

店舗／拠点数

1414カ国カ国

事業展開国数

イオングループ

（2026年2月末時点）
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革新的な金融サービスの提供

地域に密着した事業展開

2

3

お客さまに最も身近な存在として、その声を大切にしながら、既存の枠にとらわれない革新的なサービスの提供を通じて成長してまいりました。

「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する」というイオンの基本理念に基づき、地域のニーズに応じた金融サービスを提供しています。

1991年 開始

食品売場での
サインレス決済

導入

2003年 発行開始

年会費無料の
ゴールドカードを

発行

2007年 開業

365日
お買物ついでに
立ち寄れる銀行

2024年 開業

イスラム金融方式の
デジタルバンク開業

2025年 開始

AEON Payと
WAONの残高相互

交換機能

“誰もが使える金融”の実現へ “日常の利便性を革新”

ふるさと納税サイト
「まいふる」

2023年9月開設

ふるさと納税サイト「まいふる」は、日本全国各地
の美しい自然、地域ならではの美食、文化や芸術、
地域の皆さまの温もりなど、各自治体の魅力発
信・再発見を応援します。

地域通貨・
自治体アプリの提供

2020年4月提供開始

地域経済、コミュニティ、市民のウェルビーイング
の活性化に向けて、デジタル地域通貨の導入、自
治体へ向けた地域通貨・ポイントなどの決済機能
を軸に、多分野のデジタルソリューションを提供し
ています。

ご当地WAON
2009年発行開始

ご当地WAONは自治体との連携のもと、ご利用
金額の0.1％をイオンが寄付し、地域活性化に役
立てる取り組みです。AEON Pay（チャージ払
い）・電子マネーWAONが対象で、累計寄付総額
は2026年2月末時点で約36億円となりました。

203
種類

約1,600
自治体

▍独自性・強み

ギネス世界
記録認定※

業界初業界初

※『電子マネーの寄付金プログラムで提携している自治体数の記録』“提携自治体数193”

160
自治体

マレーシア
で初 特許承認

（2026年8月末時点）



1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2012 20132011 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 20252024
（年度）

（億円）

※2008年度以前は営業貸付金・割賦売掛金の連単差で算出

■中華圏

■メコン圏

上場企業

※1（）内は展開を開始した年
※2  薄い色のアイコンは展開準備中

■マレー圏

海外における営業債権残高は1.2兆円を突破
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▍独自性・強み

アジアでの事業基盤4 地域密着型の事業展開を通じて国内外で信頼を築き、グローバルに成長してきました。
地域のニーズに応じた革新的なサービスを提供し、アジア各国でお客さまの生活を支えてきた結果、
海外における営業債権残高は1兆円超の規模となり、当社の重要な事業基盤として確立されています。

海外営業債権残高推移

インドネシア
（2006年）

インド
（2011年）

ベトナム
（2008年）

タイ
（1992年）

香港
（1987年）

中国
（2000年）

日本
（1980年）

※�日本のみの取扱商品・サービス：リース、少額短期保険

カンボジア
（2011年）

マレーシア
（1996年）

銀行

0

12,000

（億円）

8,000

4,000

※展開事業は2026年5月時点

電子マネー
（プリペイド）

サービサー
（外部債権）個品割賦 共通ポイント

事業保険代理クレジット
カード

パーソナル
ローン

BNPL
（後払い決済）

イオン
グループ店舗

ラオス
（2012年）
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▍独自性・強みを支えるガバナンス
経営課題から目を背けず、変化し続ける。それが私たちのガバナンスです
イオンフィナンシャルサービスは、金融グループとしての責任を果たすため、実効性を重視したガバナンス改革を継続しています。
経営課題やリスクを真摯に受け止め、取締役会による監督、独立社外役員の知見、グループ横断での改善活動を通じて、企業価値向上につなげています。

取引等審査委員会 100%社外取締役
親会社との取引を独立した立場で審査

■ ブランドロイヤリティの支払いについて
■ 支配株主の子会社の株式の取得について
■ 支配株主の子会社からの事業承継について

2025年度 審議した主な議題

毎年の取締役会実効性評価
課題を抽出し、改善につなげる仕組み

ガバナンスを機能させるプロセス

課題・リスクの認識 改善・変革

実効性を支える3つの仕組み

企業価値向上

コーポレート・ガバナンスの詳細 P.69

■ 不祥事案の発生
カード不正利用被害の拡大
イオン銀行への業務改善命令
子会社取得にかかる過年度決算修正

■ 組織・企業風土における課題
■ ガバナンス意識の欠如

■ ガバナンス体制の見直し
■ 子会社管理の強化
■ 対話、エンゲージメント向上
■ 人材育成、教育

■ 持続的成長
■ 透明性の高い経営
■ ステークホルダーからの信頼
■ 資本市場からの適正評価

社外の視点 少数株主保護 継続的な改善

社外取締役比率 50%
経営の透明性と客観性を確保

非業務執行の取締役比率 取締役の在任年数構成比

業務執行を兼任する取締役 2名

0年 4名

1年 2名

3年 1名

6年以上 3名

業務執行を兼任しない取締役 8名
（うち社外取締役5名）

80%

全取締役・監査役への
アンケート実施

実効性の分析・
評価

重点課題への
対応

1

2 3
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2030年
ありたい姿

重点戦略①
AEON Payによる顧客基盤拡大

重点戦略④
国内コスト構造改革

重点戦略②
データ・AI活用による融資事業の強化

重点戦略③
アジア重点国における

「小売×金融×デジタル」事業モデルの確立

～2020年度

拡大フェーズ
2021年度～2025年度

変革フェーズ

〈第二の創業〉

バリューチェーンの革新と
ネットワークの創造

▪�事業環境の変化に応じた 
ポートフォリオの見直し

▪�デジタル技術を活用した 
新たなビジネスモデルの構築

▪�イオン生活圏の創造に向けた 
インフラ強化

▪金融政策変更に伴う銀行の活用強化

▪会員数の拡大

▪�国内事業の総合金融化 
（銀行業・保険業の開始）

▪海外展開国の拡大

連結営業収益

7,800 億円

営業利益率

12.8 %

連結営業利益

1,000 億円

ROE

10.0 %

財務

数値目標

中期経営計画 2026年度～2030年度

基本方針

稼ぐ力の発揮 高効率経営への転換

重点戦略⑤
強固なコーポレート・ガバナンスの実現

安全・安心No.1

基盤強化フェーズ（～2027年度） 成長実現・加速フェーズ（2028年度～）

中期経営計画の詳細 P.19

▍ありたい姿
中期経営計画を力強く推進し、ありたい姿を実現


	ボタン62: 
	Page 9: 
	Page 14: 

	ボタン63: 
	Page 9: 
	Page 14: 

	ボタン100: 
	Page 9: 
	Page 14: 



